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うららかに たくましく ～耕し 萌えたち みのらせ さきみだる～

全員が「認知症サポーター」
高齢化社会の現代に，認知症は身近にある，避け

ては通れないものでしょう。認知症の介護施設も増

えていますし，自宅で介護なさっている方も多々い

ると思います。私も母を，親類を，認知症が原因で

亡くした１人です。認知症は決して他人事ではあり

ませんし，これからは，全国民が，社会全体が認知

症を理解し，認知症に関わっていかなければならな

いと言っても言い過ぎではないと思っています。

そこで，今日６月２９日（木），大仙市高齢者包

括支援センターの御協力を得て，次のねらいで，

①太田地域に生活する中学生として，認知症の特徴

や高齢者へのサポートの仕方を学び，実践するこ

とで地域を支える一員としての自覚を高める

②認知症は誰にでもなる可能性があり，中学生とし

て地域で何ができるかを考える機会とする

③認知症について正しく理解し，認知症の方や家族

を温かく見守ろうとする態度を育て，この後の福

祉活動についての理解と意欲を高める

全校で認知症サポーター養成講座を受講しました。

昨年は，３年生だけの受講でした。その３年生が

卒業したため，現在本校には認知症サポーターはい

ない状況です。そこで，今年度は全校で受講するこ

ととしました。

講座の内容は，「認知症とその症状を理解する講

話」「認知症の方への接し方を考えるグループワー

ク」でした。私も母のことを思うと，もっと早くに

受講しておけば，関わり方もより適切にできたので

はと考えさせられましたし，たくさんの人にも受講

してほしいと思う，多くの学びを得た講座でした。

講座受講後，参加者は証としてサポーターカード

いただきました。今日から太中生，太中職員はサポ

ーターカード取得者「認知症サポーター」です。こ

れを機に，社会問題にもなっている福祉についての

意識・関心をさらに高めていきたいものです。

今後，持続可能な社会づくりの担い手を育む教育

（ＥＳＤ）推進として，本校の柱である花育ととも

に福祉教育の充実を図り，来年以降も太中生全員が

「認知症サポーター」で在るべく，１年生と希望す

る保護者の皆さんを対象に継続実施したいと考えて

います。その際には，身近な問題への関わりとして，

多くの保護者の皆様にも参加していただければ幸い

です。


